
タウンミーティングタウンミーティングタウンミーティング 笑顔あふれる松山笑顔あふれる松山
～地域について市長と話そう～
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参加者募集

　皆さんが住む地域の魅力や課題な
どを、市長と直接対話するタウン
ミーティングは平成 23 年１月に始
まり、約２年で一巡しました。一巡
目にいただいた意見を市政に生かし
ながら、二巡目に取り組みます。

　フェリー航路が廃止された堀江港
に「まつやま・ほりえ海の駅（愛称：
うみてらす）」を整備しました。また
地域の皆さんによる地域活性化のた
めのイベントも、「新しい公共」の
取り組みとして支援しました。

堀江港活性化

　市民の憩いの場・石手川公園にあ
る樹木に樹名板を取り付け、樹木医
の樹木診断により倒木の危険性があ
る樹木を撤去しました。安全で快適
に利用でき、親しめる公園づくりを
進めています。

石手川公園樹名板設置

　道後温泉本館を明治時代に改築
し、現在の道後温泉の基礎をつくり
あげた伊

い

佐
さ

庭
に わ

如
ゆ き

矢
や

の功績を顕彰する
企画展やシンポジウムを開催しまし
た。多くの人に道後温泉の歴史的・
観光資源的価値を広め、魅力あふれ
る道後の活性化につなげます。

伊佐庭如矢顕彰

　地域住民や道路管理者、警察な
ど関係機関と連携し、市内全小学
校で通学路の緊急合同点検を実施
しました。危険箇所をリストアップ
し、1 カ所ごとに対策案をまとめ各
学校へお知らせするとともに、市
ホームページにも掲載しています。

通学路安全点検の
対応進捗状況の公開

　子どもたちの交通安全意識を高
め、マナーを守って自転車を安全運
転できるよう、こども自転車免許証
の取り組みを始めました。

こども自転車免許証

　北条地域の名所旧跡を気軽
に回る「風早八十八カ所めぐ
り」。老朽化していたスタンプ
を新たに整備し、「風早ふる
さとめぐり」として再スター
トしました。

風早ふるさとめぐり

　

風
早
八
十
八
カ
所
を
回
っ
た
時
に

は
ん
こ
を
押
せ
な
い
場
所
も
多
か
っ

た
の
で
、
直
し
て
ほ
し
く
て
、
提
案

を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
地
域
の
皆

さ
ん
が
協
力
し
て
く
れ
て
、
ス
タ
ン

プ
を
直
し
て
く
れ
た
り
、
ス
タ
ン
プ

帳
・
マ
ッ
プ
を
分
か
り
や
す
く
作
り

替
え
て
く
れ
た
り
し
た
の
で
、
タ
ウ

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
参
加
し
て
良

か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。

参加者の声
（アンケートから）

　

私
が
市
長
就
任
後
に
、
最
優
先

で
取
り
組
ん
だ
事
業
の
一
つ
が

「
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」。
現

場
・
現
地
を
大
切
に
、
市
民
目

線
で
市
政
運
営
を
進
め
る
た
め
、

持
ち
味
の
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か

し
、
私
自
身
が
市
内
各
地
域
に
伺

い
市
民
の
皆
さ
ん
の

生
の
声
を
聴
く
タ
ウ

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
平
成
23
年
１
月
開
催
の
五

明
地
区
を
皮
切
り
に
、
各
地
区
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、

約
２
年
２
カ
月
で
市
内
41
の
全
て

の
地
区
を
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
約
３
０
０
０
人

の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

５
０
０
人
を
超
え
る
方
か
ら
地
域

の
魅
力
や
課
題
な
ど
、
多
く
の
ご

意
見
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
、
市

政
に
反
映
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
市
民
の
皆
さ
ん
と
の

対
話
を
大
切
に
、
市
民
が
主
役
の

ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め
る
た

め
、
二
巡
目
と
な
る
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
に
取
り
組
み
ま
す
。
新

た
に
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
る
ほ

か
、
開
催
時
間
帯
も
工
夫
し
、
お

勤
め
の
方
や
子
育
て

世
代
の
方
な
ど
、
よ

り
幅
広
い
世
代
の
皆
さ
ん
に
ご
参

加
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
議
論
を
深

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
一
人
で
も
多
く
の
人
を
笑
顔

に 

全
国
に
誇
れ
る
、
わ
が
ま
ち

松
山
」
の
実
現
に
向
け
、
こ
れ
か

ら
も
走
り
続
け
て
い
き
ま
す
。

9

対
話
を
大
切
に

松
山
市
長

鳥獣被害対策の推進
　防護柵設置支援など、さらなる対
策の充実を図ります。

小規模校等学校間交流等支援
　山間地などの学校が他校と交流す
る経費を助成します。

島しょ部航路運賃助成制度
　島しょ部からの通院などで利用す
るフェリー代の一部を助成します。

児童遊園への遊具設置
　地域で整備した児童遊園に遊具を
設置しました。

石井支所駐車場借り上げ
　駐車場の混雑解消のため近隣の民
間駐車場を借り上げ、市民サービス
の向上を図りました。

地域交流センターグラウンド芝生化
　地域の皆さんのご協力によりグラ
ウンドを芝生化しました。

山間部地籍調査
　土地の所有者や境界を明確にし、
山間地の活性化につなげます。

新設防犯灯 LED 化
　新設する防犯灯を、長寿命で電気
代も安いＬＥＤに切り替えました。

すみれ野南公園出入り口新設
　地域の皆さんと協議し、利便性・
安全性を高めるため公園南側に出入
り口を設置しました。

市街地の浸水対策の充実
　浸水被害最小化のため、内水ハザ
ードマップを作成・公表しました。

【
日
時
】
５
月
26
日
㈰
14
時
～
15

時
30
分

【
会
場
】
堀
江
公
民
館
（
堀
江

町
）
２
階
大
会
議
室

【
対
象
】
堀
江
地
区
に
在
住
ま
た

は
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

【
定
員
】
70
人
程
度

【
日
時
】
６
月
９
日
㈰
14
時
～
15

時
30
分

【
会
場
】
愛
媛
大
学
農
学
部
（
樽

味
三
丁
目
）
大
講
議
室

【
定
員
】
80
人
程
度

〈
共
通
事
項
〉

【
対
象
】
①
堀
江
②
桑
原
地
区
に

在
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し
て
い

る
人

【
申
し
込
み
】
５
月
15
日
㈬
ま
で

に
、直
接
ま
た
は
郵
送
、フ
ァ
ク

ス
、e
メ
ー
ル
で
、参
加
申
込
書(

タ

ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
課〈
市
役
所

本
館
９
階
〉、
①
堀
江
支
所
・
堀

江
公
民
館
、
②
桑
原
支
所
・
桑
原

公
民
館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

り)

に
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、

年
齢
、性
別
、勤
務
先(

学
校
名)

、

地
域
に
つ
い
て
の
意
見
な
ど
を

書
い
て
、
〒
790
８
５
７
１
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
課

tow
n-m

@
city.matsuyama.ehime.jp

へ

※
託
児
（
無
料
）
希
望
者
は
、
申

込
書
に
明
記
し
て
く
だ
さ
い

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
課
☎
948
６
３
３

３
・

934
２
３
３
６
へ

①
第
１
回=

堀
江
地
区

②
第
２
回=

桑
原
地
区

こ
ん
な
こ
と
が
実
現
し
ま
し
た

（
22
地
区
）

（
21
地
区
）

（
18
地
区
）

（
16
地
区
）

（
14
地
区
）

（
11
地
区
）

（
11
地
区
）

●

道
路
の
整
備
に
つ
い
て

●

高
齢
者
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て

●

通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

●

防
災
計
画
の
見
直
し
、
津
波
対
策
な
ど
に
つ
い
て

●

子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い
て

●

耕
作
放
棄
地
対
策
、
農
業
振
興
に
つ
い
て

●

地
域
資
源
、
伝
統
文
化
の
伝
承
、
活
用
、

  

情
報
発
信
に
つ
い
て

（
11
地
区
）

（
9
地
区
）

（
8
地
区
）

（
7
地
区
）

（
5
地
区
）

（
4
地
区
）

（
4
地
区
）

（
4
地
区
）

●

有
害
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

●

過
疎
地
対
策
（
定
住
促
進
）
に
つ
い
て

●

ま
ち
の
美
化
、
ご
み
出
し
ル
ー
ル
に
つ
い
て

●

公
共
交
通
の
維
持
、
利
便
性
向
上
に
つ
い
て

●

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

●

建
築
後
退
部
分
の
置
き
石
な
ど
の
対
策
に
つ
い
て

●

民
生
委
員
へ
の
個
人
情
報
の
提
供
に
つ
い
て

●

町
内
会
に
つ
い
て

左から
市川 ひなみ さん（立岩小４年）、山本 陽瑛さん

（立岩小５年）、井上 春河さん（立岩小４年）
※学校名・学年は平成 25 年３月時点

参加して良かった！

多
く
寄
せ
ら
れ
た
意
見

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ（
一
巡
目
）

平
成2

3

年
１
月1

3

日
〜

平
成2

5

年
２
月2

5

日

平
成
23
年
１
月
13
日
〜
平
成
25
年
２
月
25
日

　

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
寄
せ
ら
れ
た
意
見
は

全
て
市
に
持
ち
帰
り
、
実
現
の
可
能
性
な
ど
を
検

討
し
た
上
で
１
カ
月
を
め
ど
に
回
答
し
、
可
能
な

も
の
か
ら
対
応
し
て
い
ま
す
。

男
（63.6%）

女
（36.4%）

参加者 性別

76.8人

14.2人

2,994人

552人

参加者数

発言者数

合計 1回当り平均

平均 62.1歳

年齢別

10代（0.8%）
20代（0.7%）

30代（4.4%） 無回答（6.7%）

やや不満（2.6%）

不満（0.3%）

40代
（10.6%）

50代
（13.7%）

60代
（33.7%）

70代以上
（29.4%）

満足度

（39回・41地区）

満足
（28.0%）

やや満足
（37.2%）

無回答
（21.9%）

普通
（10.0%）

地域の魅力を再認識
できました

市役所を身近に感じ
ることができました

小中学生、高校生、
子育て世代も参加し
やすくしてほしい

自由に対話ができ、
楽しく勉強できました

（50代・男性）
１年後にまた開催
してほしい （40代・女性）

（30代・女性）

私たちの町は、私たち
がつくっていきたい！

（60代・女性）
（40代・男性）

（50代・女性）

この地区に住んでい
る人の真剣な気持ち
を共有できました

市と住民が一つに
なって松山をよくし
ていこうという気持
ちが伝わりました

（20代・男性）

（60代・男性）
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